
＜国立国会図書館における・一・tt

　　　　電話・肩頭にホるレフ・アレンス・ワ∴ク〉

　　　　　．寺口1の機能はゼうなうているか

〔業務研究〕

　　f
〈はじめに〉

，軍話心頭によるレフアレ麻・ワークは、

資料．を駆使しう、るスタッラ，各種トゥールリ

整備，部・課・室め連携を含むヒファレンス・

処理態勢の円滑化など，図書館の側にじゅう

ぶんの用意がないと，そのサ＝ビスに厚みが

でてこない。　tt，

　その一方で，この分野の仕事はいわば緯え、

ず「その場その場の処理」．に終りがちであっ

1て，． ﾚに見える形で蓄積されてはいかない6ビ

これは，図書館の他ゐ多くの業務と比べてか

な備異な点で効・・この鰍では・・文書に

タ．るヒフ、アヒヒ7認ワ’一クとも相違がある6、

電静噸によるレファレンス・サービズ
ρ充実義心由る場合，・この二つの面をどのま

うに重ねあわせるか，が中心なのではない老

ろうか。少なくとも，そこにむずかしさ力満

、る・乏いうのがζの仕敦たずさわる者の一

人と．しての実感である。

　むろん，さまざまな努力が行なわれている

こ≧はいうまでもない。新着参考図書につい

〔表1〕．・回答手段別レファレンス統計

野 村 稔
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　　　x一
文 書

電　話・口　頭

昭和4・鞭卜

、ての情報交換，ど々なレファレンスをどう処

理Pたかの経験交流・とでもい？た内容の話

が日常の会話とし一で絶えず交されているのは

その端的な現れ℃ある。との「目常会話」を

系統的・研究的なもめに高める点でも，それ

ぞれの図書館が縁軸6てヒ・るζとであろ

うし1当館にも多少の経験がないわけでは．な

い。

　しかし．・ζこ・で〔表1〕によって，当館参

考書誌部がこの5年間に行なったレファ：レンー

ろの推移を回答手段別に見るならば，．全体の・

件数が年・e〈増加していること，文書レファレ

ンスに比干て電話・噸レファ』レンスカX’圧倒

釣に多いこと，44年度1ζは電話・目頭レファ．

レンスが10万件を越えていることが示されて

いる。統計の示すこれらの事実を頭に置いて

考えると，・電話・口頭によるレフナレンヌ：。

ワ「クを，．当館の機能の丁つと．して，研究・

檎督することがじ、ゆうぶん行なわれて妹いな』

いといわざるをえない。検討は，利用者層e／

質問肉容の系統的な把握£分析に始まり，当

館のレアァレンス処理弓勢のありかたに及ぶ

　　　　　．、，’「（参考書三部）．（単位：件〉
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〔注〕 �剽?Q期工ttに伴う休館輔をふくむため・・7・レンス槻例年より少なくなってい
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ものでなければならないであろう。rそして，

実は，こうした検討の積みあげを経てこそ，

’背景にある大きな問題つまり年に10万件を

越える電話・口頭レフナレンスのすべてが本

来的に国立国会図書館の担当すべきものなの

かという問題が，・明確になってくるのだと三

つσ

　電話・口頭によるレフデレンスは，．文書に

よるものに比べていわゆる「地域性」が強い

1が，・レファレンス業務の緊密な連携協力の重

要性とレ、う本質になんら変わりはない、本誌

の創刊というこ．ともrつの刺激になって，1当

館の電話・口頭によるレファレンス・ワーク

に深醐李と研究が力草え軽食官爵越えて

相互に問題々ミ畢起されることが期待される。

この小文は，そうした調査r研究や問題提起

の素地とするために，‘般参考課の窓口にほ

ぼ限定して，電話・口頭によるレファレンス・

・ワークのあちましをありのままに紹介しよ・

うとするものである。

〔図1〕2階略図
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〈分担の体制はどうなっているか〉（1）

　当館を訪れたことのある入はご存知めとお

り，閲覧者入口（2階にあたる）を入って中

央出納台と向きあう位置に「参考調査言付」、

（次の「受付」と糞ぎらおしいので，以下

予レファレンス・デスク」と呼ぶことにする）

、があるS2？。、また，参考図書室（2噌）．の入口

に「参考図書室受付」がある。・こめ2カ所が、

‘てピこを経由しないレフ7レ財不．があるこ孝

は後述のとおり・だが）参考書誌gts　一一般参考課

が担当する電話・口頭レファレンスの窓口で

ある，．一般参考課の中は，、女書（レファレン

ス）担当（3名）（3），資料（＝参考図書室）担

当（4名），書誌担当（3名），、レフアレン．ス

連絡係（2名）に分れ，それぞれ担当業務を

行なうとともに，共通の仕事として；この2

ゐ所の「受付ゴに出る。このほか，この課に
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は，図書館学資料室（3階，3名）と国連・

官庁資料室（2階，’6名）とがあり，．それぞ

耽資料管珊閲覧業務とあわセて，担当分野

のレファレンス・サービスを行なっている。

課内に庶務係が置かれているめは，一般参考

課が参考書三部の庶務担当課として部内各課

の連絡調整にあたっているためである。、

　一般参考課以外の部内各課は，それぞれ主

題別ρ専門課・室の形をとり）一書誌作成を含’

む広義のレファレンス・ワークを行なってい
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る。’

　人文課（3階）．哲学，宗教，歴史，地

理，民俗，芸術，語学，文学の部門を担当し

ている。（6名）そのほか，音楽資料室（2’

階，5名），貴重書室（3階，3名，うち1

名は非常勤職員），地図室（4階，3名）が

ありジそれぞれレファレンス・サービスをも『．

行なっている。　　　　　　　／

　法律政治課（2階）　法律：，政治，軍事：の

部門を担当している。（7名）そのほか，憲

政資料室（4階，8名，うち5名は非常勤職

員）　幣原平和文庫（3階，2名）があり，

レファレンス・サービスをも行なっている。

　経済社会課（2階）　経済，産業，’社会，

労働，教育の部門を担当している。（6名）

　科学技術課（4階）　自然科学，工業，産

業技術等の部門を担当している。科学技術資

料室をもち，資料管理，閲覧業務，書誌作成

等の業務を48名（うち1名は非常勤職員）で

行なっており，このうちレファレンス専任担

当者は11名（うち1名は非常勤職員）である。

　アジア・アフリカ課（3階）　アジア・ア

フリカ資料室をもち，資料管理，閲覧業務を

行なうとともに，同地域に関するレファレン

ス・サービスを行なっている。　（8名）

　このほかに，索引課は「雑誌記事索引」の

編集を担当している。

　以上のような体制で参考書誌部が，国会レ

ファ・レンス（e）と区別される意味での一般のレ

ファレンスを専ら担当している。

　ただし，調査及び立法考査局内の法令・議

会資料課は，法令・議会資料室をもち，その

範囲内のt般のレファレンスにも応じでい

る。新聞，雑誌の所蔵調査は，閲覧部新聞雑

誌課が担当している。

　広くいえば，たとえば，中央出納台での応接

とかNDC適用に関する公共図書館からの問

合わ轡こ整理部分類課が相談にあずかるとい

うふうに，全館の組織がなんらかのレファレ

ンス・ワークにたずさわっていることは改め

ていうまでもないことと思う。

　参考書誌部が44年度に行なった電話・口頭

によるレファレンスを当別・事項別に見たも

のが〔表2〕である。「一般参考課」の項が

前述の2っの「受付」で行なったレファレン

ス件数を宗すものである（5）。

　（1）本誌創刊号め土井稔子「国立国会図書館にお

　　けるレファレンスの現状と商題点」にやや詳し

〔表2〕　電話・ロ頭レファレンス 三三・事項別統計（昭和44年度）
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　い紹介がある。参照されたい。

（2）以下，各課・室の位置については，　〔図1ん

　2〕を参照。ただし，誌面の関係で4階以上に

　ついては図示することができなかった。

（3）担当職員数を，以下，このように略記ずる。

’（4）調査及び立法考査局が，国会からめ要求に応

　えるため；レファレy．ス・ワ「クを行なってい

　ることはすでに知られていると思う。，国会議

　員，・国会関係者からのレファレンスでも，資料

　紹介に類するものは参考書誌部で担当すること

　があるが，これについても詳細は割愛する。

（5）　’図書館学資料室，国連・官庁資料室で扱った

　件数は，ここには含まれていない。が，レファ

　レンス・デスクから廻されて処理するものもあ

　る。　・　　　　　　‘　　　　　　　　　　　・

　〈「窓口」はどのようになっているか〉

　　再び「レファレンス・デスク」にもどろ

　う。それは，〔図1〕に見られるように，閲

　覧者入口のほぼ延長線上，中央出納台と向き

‘あい，左右に公開目録群を見る位置にある。

　　「レ！ファレンス・デスク」には常時2名

’t i時に3名）のスタ磐フが出ている。すでに．

　述べたように，一・一一般参考課のうち庶務係，図

　書館学資料室担当，国連・官庁資料室担当

　以外（1）の区ンバ「が平均にn　一一テ誌ションを

紬んでいる・勤務繭は添番と後香1・分け・

　先番は「9：30～11：30および13：00～15：

OO・・．灘は…30　・一　／i3・00および15・ttt・0一誓

　：00とし，先番と後楽を交互にくりかえして

、いく。ロ温テーシ9ン1の頻度は，次に述べる

　∫「参考図書町受付」ぼ）ローテーション、（時間

　の区切りも共通）も含め℃，通常，全員が1

　日おきにいずれかの「受付」に出ることにな

　る。

　　「レファレンス‘デスク」．には2本の電話

　を配してある。1本をレファレンス用とし，

　他の1本を事務連絡用とする。当館の利用に

　なれた人などは，交換羊が出た段階で，「科

学技術資料室につなV）でほしい」というふう

に指定することもかなりあるが，こういう試

合以外は，すべてのレラァレン家電話がひと

まず「レファレンス・デスク」に集中する。

したがって，2本の電話の使い分けはあくま

で原則で，しばしば2本の電話が同時に鳴り

だすことになる。その場で調査・回答すべき

　ものは回答し，専門の課1室にまわすべきも

のは電話を切りかえる。

　　「レファレンス・デスク」の備付けトゥー

ルは約100タイトル，260冊である．。適宜例

示して大略を綿介すれば・次のようになる・

分類表≦件名標目表の類，「帝国図書館和漢

書書名目録」の類，「新収洋書総合目録」「官

庁刊行物総合目録」「国・書総目銀」り類，「国

立齢畔鱒・綿論稿」「欧文逐次干引首

物所蔵目録」　「国立国会図書館所蔵新聞目

録」の類，1「学術雑誌総合目録」「全国公共

図書館逐次刊行物総合目録」　「東天紅」の

類，「全日本出版物総目録」「出版年鑑」

　「目本雑誌総覧」　「辞典・事典総合目録」の

類，、r旧幕引継書目録」　憲法資料室所蔵目

録」「貴重書解題」の類，「国本叢書索引」の

類，「日本の図書館」「全国特殊ゴレクシ．ヨ

　ン要覧」「日本文庫めぐり」の類，略語辞典

、1語学小辞典・、小百科・小年表の類，「納本

週報」「洋書速報」などの多様なファイル

類，・当館作成のものを主とする若干の主題文

献目録の類など。このほか，　「図書館間貸出

制度加盟館一覧」等9）館利用上の諸情報のフ

　ァイルがあ翫また，関係の深い諸機関の電・

話番号一覧，日本万国博覧会協会に関する民

報等の手つくりトゥールが作られ，しばしば

更新されていく。

　　閲覧者に提供しうるリーフレットとしては

　．「国立国会図書鯨のあらまし］一・「一般閲覧の，

てびき」、、「閲覧用目録利用案内jの3種を活

用し，必要に応じて「当館刊行物入手案内」
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等でおぎなっている。

　　もう一つの「受付」として先に「参考図書

室受付」．を挙げtcが，こPtには多少の説明を

要する。参考図書室には，図書館単，科学技

術ヅアジア・アフリカ関係を除く内外の主要

な参考図旧約6，　300冊が開架されている。

（45年鯛現在で，和2β73冊，洋3，鰯冊。

なおr室内の「書誌コ、・一一ナー」には和の主要

な文献目録が集中されている。一方，主要国

めナショナル・ビブリオグラフ孝　一一はスペー「

スの関係で，「 竄ﾞをえず公開目録ホールの一

隅に別置されている）こうして，参考図書室
”t ﾍ，レファレンス・■ワークを中心とナる館内

各種業務に共通に活用されるどともに，’蘭覧

座席68席を短日，専用の入館証によるだけで

なく，館内各室め閲覧者のすべてに入室・閲

，覧を諦めている。：

　　したが6て，こρ部屋の入口に位置し，常1

時1名が出ている「季考図書室受付止の仕事

は・入館証の処理ぞ一般的な意味での図書室

内の管理，参考図書バック・ナンバ’・一一’、の出

納②，穣写のたbt？の参考図書帯出手続（3）等で一

大部分を占められるととになる。これらの仕

事の間をぬうようにして，参考図書の利用案

内を中心とするtt話・口頭のレファレンス湊

行なわれているのが現状である。　’f

　’（1）国連・官庁資料室担当者は，’同室の閲覧，書．

　　庫出納∴ヒファレンス・ワークを担当するほか，

　　「レファレンス・デスク」　「参考図書室受付」

　　のローテTションの1部をもカバーしている。

（2）参考図書のうちシリア・レ叫0は，騨版だ

　　けを参考図書室に排架し，旧版ほ書庫にもどし

　　ている。ただし，／「日本緯計年鑑」“Statistical

　　Year；Book”など約30タイトルのみはバック

　　．’ナンバーを事灘に別置し・求め1・応じて串、

　　劃する。

（3惨考図書も裾御できることどし幅．、

　　参考図書室からの帯出には手続を要する。

＜』「窓口」ではどの範囲の

　　　　　　　　ことをしているか〉、

　　「レファレンス・デスク」ではどの範囲の

レファレンス・サービスをしているであろう

か。要約していえぼ，これまで述べてきたよ

うに，中央出納台と向いあう位置に．2名のス．

汐ッフがつき，閲覧者からの質問と電話によ

る問合わせが次々に続くなかで，1閲覧用目

録，備付け’トゥール，館利用上の諸情報，’一一一”

般的な意味でのレファレンズ・ライブラリ．ア』

シとしての蓄積（2．名は口どき相談しあう）

によゲ（その揚でカバーしうる範囲に限り即

答している，ということになろう。（参考図書

室内の資料との関係については後にふれるこ

とにしたい）ということは，この範囲を越え

るレファレンス億ここでは処理できないとい

うごとであり，担当の課・室を案内するか，

電話を切りかえているということである。’

　この仕，事にたずさわった人には多くを言わ

ずに理解ねがえると思うが，窓口でのレアデ

　　　　　　　　　　　　　　レンス・サ乱ビスの密度は「忙しさ」との相

関関係から離れることができない。この関係

を強引に無視しようとすれば」窓口1またちど

ころに収拾が一？かなくなってしまうであろ

う・Pにし剤は・．季節蝉の休暇・試鵬

・リポート提出期，天候，曜日（日比谷図書

館の体表日にあたる木曜目は閲覧・レフ・レ・

ン界とも利用が多くなることが認められる），

時刻（123ρ0～13：’OOはさすがに問合わせが

少ない。土曜日の午後も比較的余裕をもてる）

などに’謔ﾁてたえず変動する。したがって，ひ、

とくちに目録の案内といっても，分類目録と・

件名目録の考え方の違いかち始まって，相手．

が必要としている目録検索上の知識をほぼ伝

ええたと思うような時もあれば，電話をとっ

て，しばらく待ってく・れるように伝え，群がワ

ている閲覧者の一人ひとりにあちこち指さし1

ながら最少限の指示をし，．待ってもらっ・てい
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た電話をとって質問内容を聞き始めると，隣

の電話が鳴り，別の閲覧者から話しかけられ’

る……というふうな時もある。レファレンス

処理所要時間の調査などは今のところないのr

だが，実感からすれば，前者より後者に近い時

のほうがはるかに多いとはいえるであろう。

　それにしても，電話というのは便利なよう

で扱いに’ ｭいものである。近頃は，東京周辺

だけでなく，思わぬ長距離から問合わ甘電話

がかかってくることも多い。むろんダそうい

う時にはそれを優先しているが，一般的に

は，電話よりも，館まで足を運んで来ている

閲覧者のほうを優先させようというふうにス

タッフの問で申合わせている。とはいうもの

の，浸ルの音，姿の見えない相手を待たせて

いることの漠たる不安，・電話が殺到して交換

台で困っているのではないかの心配など，申

合わせの精神を生かすのも容易でない。料金

改訂で3分間で電話が切れたりする丁制度」

はスタッフにとって心理的負担の種である。

．こういうわけで，各専門課・室へ電話を切

りかえるのも，純粋に質問内容への判断だけ

からということにはなっていない。窓口で処

理できるし，また，しなければならないと思

うレファレンスでも専門課・室へ言わすこと・

もあるfOけである・逆に・寒雷峰がきわめ

て複雑ま迄は専門的で，これだけの質問に電

話で回答をえようとすること自体に驚ぐよう

なこともある。そういう時にはp．来館を勧

め，専門課・室を紹介することになる。

　忙しさからくる制約を少しでも弱めるため

に，質簡内容と先方の電話番号を聞きとり，

折返しこちらから電話で回答する形がしばし

ばとられる。「レファレンス・デヌク」にい

る間忙しさが続いて，交替した後で調査・回

答することも多い。スタッフの間では，これ

を「宿題」と俗称する。

　ここで，書庫内資料との関係にふれておこ
　　　　　　　　　f

う。口頭による話合は，閲覧者自身が出納を

利用できるから問題はない。窓口でり電話に

よるレファレンスの処理としては，原則とレ

て，書庫内の資料そのものにあたることはせ

ず，目録を媒介として確認しうる範囲にとど

’めている。つまり，「所蔵しています」とい

う回答は，その瞬間にその資料が書架上の定

位置にあることの確認までは含まないという

ことであり，書誌的事項の調査等もこの原則

によっている。書庫を含む建物全体の規模；・

構造とレファレンス処理態勢の現状からすれ

ば1この制約はやむをえないものと思う。し・

かし，たとえば，同じように奥付を見てほし

いという調査依頼にしても，図書館からの照

，会の場合，身近に図書館がなく当館を訪れる

ことも困難な人の場合，自費出版の図書で出

版者の住所をつきとめる手段が他にないと思

われるような場合等には，・この原則にも多少

のゆとりをもたせている。ゆとりの幅をスタ

ッフの申合わせとして確立していく必要が残

、されているけれども。

　こうして，書庫内資料にあたる必要のある

ケース，参考図書室の参考図書にあたる必要

のあるケースの一部（後述），手持ちトゥー

ル等で処理できるが時問がとれなかったケー

スなどが，いわゆる　「宿題」となる。　「宿

題」あるがゆえに昼食時間を切りつめるよう

なことも時にはある。　　、　　一

　実際にどのような嘉島が寄せられ，どのよ

うに回答しているかについては，ここでは，

ほとんどふれる余裕がない。

　　〔表3〕は，44年度中に参考書誌部が行な

った電話・口頭によるレファレンスを依頼者

別・事項別に示すものである。図書館業務上

の統計数字を絶対視することには危険が伴う

し，とくに電話・口頭によるレファレンスの

場合には，忙しければ忙しいほど統計表のチ

ェックを落としがちであること，・レフアレン
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〔表3〕　電話。口頭レファレンス 依頼者別・事項別統計（昭和44年度）

　　　　　　　　　　　（参考書誌部） （単位・件）

三三のぞ

4

劉
⑲

魎・
三
一

　
　
9
5

調在隊的
査
7

轟慧獄丁調…
献

「
陣

録
面

目献文
作

35

簡
寒
、

一
　
一
一．

1
4

㎜
　
－

員議会国

十　一一
口

国会関係者

行政・司法関係

地方公共団体

図書海

関　係

、1大学

公　共

その他

調査研究機関

般、公　衆

外 国

合 十誉詞

274

才・・6 74 20 P　g4

i．19「g8レ・6　1496

73 5

2・日37／

382．

　一’1’

123　1

1，　058　i

66　1　’　33　1
20

gsl　4411　7gl　4361

　　　　　　　
88　14　1344
200　1・9　876

44 33 ・6い・6巨gl、・2i 270　1

　　　261　76
　　　碗一「982、

r”4，g2bl“一i；S，gZ，，

　　　451　10
ill　llg・1．63’9JIIIg・36g

．スを処理するうえで必要がないかぎり之ちら

からは質問をしていないため，他の項目に分

類されるべきケースの相当部分参，「一般公

衆」に含まれているであろうことなどに留意

する必要がある。そのうえで，概略をつかむ

めやすにはなるであろう。

　事項別の柱に立てられている用語の意昧範

囲を説明し，，それぞれの例を示すことによっ

て窓口の様子を紹介するには，紙数が足りな

い。依頼者別の数字を分析して意味を引き出

す用意は残念ながら欠いている。前に述べた

よらに〔表2〕のr般参考課の項は，「レフ

ァレンス・デスク」「参考函書室受付」で扱

った件数を意味するので，これについてのみ

蛇足をつけ加えよう。見られるとおり，「利

用案内」と1 u所在調査」が他の項目に比べて

1桁多くなっている。・「所在調査」が当館で

の所蔵の有無と他の所蔵機関紹介とを意味す

ることはいうまでもない。この内容の質問が

30　1　7g　1　30　1　，’　i－sT　TM　ww2U6　i

76・3，・5・22，・52．…恚ｧ万
a557i2Ll・4匝爾Lg85tg互437・

g［1－4E’1［IJI／1．6．9’1一］，i一一’i｝5，66

gzE’2gg±？gir｛iE6s　l　26　sg7dg2：ug．g．ell，llli2ZJ’5”E’7L－tLo＝一

口頭で寄せられた場合には，当然，閲覧用目．

録および「総合目録室」「学術雑誌総合目

録」等々の「利用を案内」するこ．とになる。

したがってジ「所在調査」の相当部分は電話

によるものが占めて：いる。また，口頭による

揚羽には，　「文献調査」に相当すべき質問の

多くは，既成の文献目録（参考図書室内な

ど）の指示，分類・件名目録の検索案内，
　　　　　　　　　　　　　　　お
　「雑誌記事索引」等の紹介をもって代えるご

とができる。「簡易な事実調査」を求める閲

覧者に2，3の参考図書を紹介することで要

．求を満たしうることも多い。これら種々様々

な「利用案内」が6万余件に含まれているこ

とになるわけである。，

〈「窓口」で感じることめ中心は〉

・窓口でさまざまな質問に接していると，さ．

まざまな感想をもつ。素直にいえば，図書館・

というものを初めて利用する人たちが群をな’
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し下目の荊を日々流れていくよiな錯覚にお’　〈参考図書睾を活用する点では〉

ちいる瞬間も効・・それにしても館の目録体tttこれまで述べてきたζとから1まぼ濡せられ

、系は複雑だ，と思ったり・すう6丁レファセン、　るであろう的うに’p窓口で行なっている電話

ス．eデグス」には，ひそかに「珍問珍答ノー　、』・口頭レフテレンズについていえば，参考図

ト」なるも鱒置滅ていて・⑳で例解書室に開架されている参考図謝をP・うぶ

げれば：・一…というよ．うなζとを言吟だしたち　　ん活用する態勢が整っているとはいえない。tt’、

きりがない。　　　　　　．．　’　　　　　　そのおもな理由は，』「レファ．・1／シス・デス

　問題の中心は，レかレ，ながにはどんな珍　’ク」と参考図書室とが離れていること，加え

妙な「レファ』レンス」もあるか，というよう　　て，「参考図薬室琴付」が同室利用肴に対す』

なことにあるのではない。要約して言えば，　　る閲覧業務的な仕事を主としてめる現状で，「

公魚書館がも？とD．．〈られ・利賭こ身近レフ・、レンス・ワラの窓・としてP・うぶ

なものになること・、大学図書鯨がも6と学殖　　ん機能しえていないことにある。

を惹きつけ，図書館利用上の基礎知識を身に、　前述のように，．参考図書室は，図書館学，

つけさせる．こと尋のこ．とが切r望まれると■科搬術アジ㍗アブ・リカ鉢生夕ゆ全分

’いうことである・” A　　　　、・　．’1・　　　野にわたる基奉参考図書の館内センターとで

　・窓口に寄せられる質問のかなりの部分は公　　も》9う犬きものである。’参考図書の選択，更

緯書館が身近にあればじ・うぶん解決しう新’鯉には博隙1室のiapをえ？つ・
』るものとligわれる。また，曄じでいうことに　・一般拳考課が責任をも．ってあたっている。当

、なるが，学生の利用者のうち相当部分が大学・然のととながら，窓口に出るスタッフのすべ

、図書鯨の利用をとばして当館1と来ているこどt：tてが・絶えず参考図書に関心を払レ▽そ②活

を意外に思うこともある6リポート提出期1　　用に通ずるよづに努めているわけである。

学生が殉プをなして騰ホ晒をあちご一’そのことカ㍉rレフ・レンス・デスク」に

・ち墨・て嘱聞・・rみると三三が尋のt／おいてどの搬生かされて喝であろうか・

本は国会図書館にある，乏いって参考・書を紹　1口頭による場合には，質問内容によって，参

介したとのことである。その講義はなん人で』．』考図書室の利用が有効と判断されれば，閲覧

勃とたずねると・11，・・人皇・・と・・5答題者を同室一群する・腰に応tig・・2・3

ってきたりするのである6／Tトに写してき　め参考図書名を指示し，NDL秀類によるう

た参考文献のリストを見て考えこんでいる学　〆ミル記号（1）を伝える。利用者が来館している

生がある。聞〉・ていくうちに∴雑誌め論文と　．場合には，参考図書室の活用どいう点でも，

本ゆ区別庶人にづいていないこと勘々ゴ・こ酬上に立入秘要ま搬的ゆまないであ

ってくる・∵之恥う光景湘々くわカ・えう』う6，・　　　、一”　・
されているどいっ’cもよい、ただし，とうし　’．電話によるレファレンネの場合に1まどうで

た晦騨純に割切・て敵るドき性質のも．舞うか・肋ゆる．「レフ・レンスの範囲」

のでは妙であろう・この周辺の問題礁種・・．内に属し・参考図勘活用にや下比較的短

を越え℃じつ．く．り掘りさげていくζとが本誌　　時間に主観をまじえず回答しうると判断され

の役割の二つでもあるわけであるし・そのこ▽る質問でil　bても・その具体的な摯理にはか

とを乱て当館の果すべき灘脚？真面＝なりの麟が伴う・現・．と．られている旅

確になること三三さ楓』忌．一・に・．÷うには・「レフアヒンス’ぞ子ク」か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　62　・一



　ち「参考図書室受付」へ電話を切りかえるか；

t「事務連絡用」電話を使うことである。．しか

　し，tt「参考図書室受付」の1、名のスタッフが，．

　前述のように，入室・退室毎ゐ入館証処理，

　図書室内の一般的「監視」，バック・ナンバー

の出納，複：写のための帯出手続，口頭による

　レファレンスで相当程度しばられている（し

　かも，「その忙しさの程度参「レファレンス・

’デスク」から覗えない〉黙で1ま，思舛

　うにはいかない。他の方法として，「レファ’

　レン入・デスク」から参考図書室まで小走り

　して必要な参考図書をもってきて回答ナるこ

　とも行なわれる’。忙しくてそれもできなけれ

げ，「宿題」方式で処理するほかない6いず

れに．しても，かなり無理のある態勢で盛るこ

　とは明らかで幽うら。

　　いわゆる「「「ファクト・ファイ．ンディング」

　噛（当館でな「簡易な事実調査」と呼んでい

　る）として，公共図書館では答えてくれるも

のでも，国会図書館では答えてくれない場合

　（漢字の読み，書きの電話による回答のよう

に）があり，不親切だとの指摘を受けること

もある。・この指摘に応える意味では，窓口で

調査・．回答すべき「簡易な事実調査」の範囲

　（警えるものと答：えないもρのボーダL・ラ’

・イン）をいっそう明確にするとともに，’答え．

．るべきレファレンスを処理しうるじゅうぶん

な態勢をつくりあげていかねばならない。1・

　　「レファレンス・デスク」，「参考図書室

受付」，参考図書の3者の関係について，．電話

レファレンスめ揚合口頭レフアレンズの場

合，参考図書の利用を必要とする揚油，必要r

としなめ場合に整理し鴎多角的な検討を加
t一 ｦる必要があるものと思われる。

．（1）参考図書室内の参考図書はNDL分類（「国立

　国会図書館分類表」ttによる）．にもとづき；r和

　・洋各’1系列に排架されている。NDL分類の

　適用は，和・、洋のモノグラフについて這用時期

を異にしただけでなく，シリアルにつや・ては，’

数年そ嘩施が延騨れてきたe．そのために・

．シリ．アルのもののうちひきつづきNDC」DC

が適用されてV．・る参考図書についでは，参考図

書室に収める際と蓮に中央書庫にもどす際に，

ラ縛ル変更などq）作業を施している。

〈専門課・室との連携の点では〉

　参考書誌部内の各専門課・室について，先

た名論を列挙した。面これらを機能のうえで

2つの系統に分ければ，次のようになる。』

　・④蘭覧座席を設け，資料を管理して閲覧

業務を行なっている資料室。図書館学資料

室）・国連．官庁資料室・料学技術資料室・ア、

1ジア●アフリ燈料室がこれにあ焔・音梨

資料室1貴重書室，地図室，憲政資料室，幣

原平和文庫も，対象資料に特殊性はあるカ㍉

機能としてはこの系統に属する。．

　⑬．書誌秘露を含むレファレンス・ワ7ク

を専ら担当し，そのために必要な基本参考図

＝書以外に資料をもたず，閲覧用の座席をも設　　（

けない参考室。．人文課（妻室），・法律：政治課

（本室），経済社会課の3課がこれにあたう。「

　これら各課・室に共固していえることは，

一定の専門知識をもち抱当分野の資料に広ぐ

通じたスタッフ，その分野の基本参考図書，

書誌作成，セファレンス・ワークめため’に不噛

断に整備されている補助トゥーノ曜）3者が結

合しTいるζとである。．それぞれの担当分野

の広さと担当職員数、とを比歳てみるだけでも

三三、・室にさまざまな困難があることは想像’

されるであううが，ζの「三位一体」がレフ

ァレンス・ワークのための基本的要件をなす

こと1まいうまでもないp窓口におけう電竈ゼ

ロ頭によるレファレンス・ワークぽ，これら、

専門課・・室どの連携解あってこそ成り立って’／

・いるのである。．

　この連携ということに関して，ζこでは，
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た

　「レファレンス・デスク」から見た一つの問、

・題にのみふれてみよう。窓口から見ると，各

課・室が館内に散在していることは建物の構

造上ある程度避けがたいにしても．，人文・社会

科学のほとんど全分野をガバ一一すべき．3つの

参考室の位置に検討すべきもopがあるように

思う。これら3参考室の現位置は，、閲覧者入

口から（したがって「レファレンス・デスク」

からも）遠いだけでなく，径路が複雑である

　（エ’レベ「タTで所定の階まで行けげすぐわ

1かる部屋よりある意味でわかりにくい）。．賑

’々しきをよしとずる趣旨ではないが，．これら’

　　　　　　　　　　　　　い
参考室のレファレンズ・サービスを必要とし，

また，停れ塗有効に受けとりうる利用者力㍉

その存在にすら気づかずに終っていることは・

ないであろうか。図書館に対する一般的な社

会意識の現状では，資料室と違クて，一見事

務室努め参考室でレファレンネ・サ・一・一・ビズを

受けられることを知らないかダ知っていても

だめらいを感ずるという傾向がある。このこ

　とは窓口に出ているとはっきり感じとれると＼

ころであるbそうであるならば，．参考室が参

考室としてじゅうぶん機能するためには，そ

「の位置という問題も軽くない。’

　問題が軽々に判断されてよいとは考えな

い。2期工事完成後2年忌経た短目，全入館

者の流れ（動線）の系統的な調査なども，全

館の貸室で行なわれてしかるべきで菊ろうσ

また・騨・・n頭に挿レフ・レンス’ワ7

クの角度からのみ問題が考えられてよいとも・

’思わない．いわゆる「地堺」を勉カミたい

電話・口頭によるレフアレンk・サービkと、

　「地域性」を越えた図書館サービスを志向す

　る書誌作成機能との関係という政策次元の問

趣蝕かちである・ζこでは・溶rから見．

　る外囲で，．この間煙1『多面的）．総合的な揮討．
、「

ｪ加えられる必要が認められる．ことを指摘す

　るにとどある。　・．

〈むすびに代えて〉
　た．とえば，電話が鳴って，「これとれの資．

料を所蔵していますか」乏たずねられる6目・

録を検索して，「その資料は所蔵しており牢

’せん」と答える。1（他の所蔵機関。紹介を捨

象していえば）その目録検雫が正確である限

り∫このやりとりは，電話レファレンスとレ

rて「完結」したと考えられる。あるいは，閲

覧者がtレファレンス・’デスク」に近づいて

　「この本を探しているのだが，・カードが出て

こない」と訴える。どのよう1こ探したかをた

ずねて，「ここのガ島：ドをこのように引けば

出てくるはずです」と答え，‘その人がその本

を利用できた土合にも，同じζ：とがv＞える。

　　「レ．フプレンス・デヌク」での実感からす

ると1こうして次から次へとおしよせる問合

わせを一つL・・つ「完結」させ弓ことに追レ、か

けられる1そしてrああ・今日も忙しかっ

た，と思う。帰館ではどうか知らないが，図．

書館員どうしの内部用語として，レクァレゾ

スを「さばく」という言葉が使われ否ごとが

あるのも，いかにも実感がこもっていう。

　しかし，落着いて考’えてみるまでもなく，．

先程の電話の主は一つのレファレンスが「完

結」するζと自体を斯比していたわけで｝まな、

く，「所蔵しています」という返事を期待し

ていた｝こちがいないし，同じ閲覧者が別の本

を探レ牟らまたなかなか出てこないかも知れ’

ない，という問題は残るわけである。

　つまり．，．これま、でレファレンス●ワークの

窓口の様子を紹介してきたのだが，レフ’7レ、

ンスという仕事全体が図書館のいわば窓口で

一あって，．それは，利用者に向って開かれてい

るとともに；、図書館の内側に．向っても開かれ’

でいなければならない，1ということなのだと

思う。この後者の「方向」は，規模の小さな

図書館ではごく自然に生き生きと保たれてい

　　　　　　　　　　　（76ページにつづく）
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調査であり，各館毎に詳細なファイルがで

き，その上で全国的な概況の把握と中心的な

問題点の設定ができれば，いまは満足するほ

かはない。、今後はこれをもとに問題の重点毎

に，必要に応じてより具体的な調査を行ない

個々の相互協力のための施策を具体化してい

くことが必要になろう。この度，各県立図書

館あてに．「当館葎書目鳥類の所蔵状針鼠葦」

と「遍方自治体刊行物の収集利用の現状調

査」を依頼しだのもそのひとつである（前者

は主要大学図書館をも対象としている）。　ま

た最近における「マイクロ薪聞所蔵一覧」1や

「人物文献索引法律政治編」編さんのための

全国的協力依頼は，本計画と．は一応別個のも

のであるが，書誌を中心とする当館との相互

協力を具体的に一歩進めるものであろう。

　おわりに

　公共図書館とり連携協力は，まだその一歩

をふみ出したにすぎない。しかし，わたした

ちは，多数の参考業務担当者が同一の目的の

もとにごれ程多数め全国の公共図書館を訪れ

たことは，当館参考業務り歴史ゐ上でr時期

を画するものとなるのではないかとひそかに

期待している。公共図書館の風が何がしか国

立国会図書館の一角に通いはじめてきたよう

に’ 煌ｴずる。とれを形のあるものに仕立てて

いくのは，もとより今後のわたくしたちの努

力にかかっている’Bいまはさしあたって，今

回の訪問をはじめさまざまの機会に，当館の

1参考業務に寄せられてきた多くの要望や苦情

に正面から応えることからはじめたいと考え

ている。これらの問題には容易に解決しがた

いものも少なくなく，まともにとりくめば自

らの体制や用意について改めて問い直しを迫

られる羽目になるケースが多いかもしれな

い。しかしこ・うした懸案の長年にわたる放置．

が，相互協力促進のための障害であるとすれ

ば，その一つ一つの打開のために，まず当館

側がとりくまぬ限り，相互協力の掛声も色あ

ぜたものにおわってしまうおそれがある。

　当面億公共図書館との連携強化に力点をお

いているが，いうまでもなく他三種との協力

を軽視しようとするものではない。公共図書

館との間で問題になることは，多くの場合，

大学図書館等にもあてはまるものである。．公

・共図書館との相互協力計画もまだ雪避の段階

であるが，他甲種との間における具体的な相

互協力計画もまた近い将来に必要となること

は当然のことであろう。’

　切に御協力をお賢いする次第である。

　　　　　（いとう・まつひご：、一般参考課．

　　　　　課長補佐）

（64ページからつづく）

るのであろうが，大きな図書館であればある

ほど，レフ’アレンズ・ワークが図書館の業務

全体に向6て開かれた窓口であるためには，、

意識的なもの，政策的なものの加わりが必要

であるよ、うに詠う．。

（のむら・みのる：参考書六部一般参考高高

主査）

＝76一


	02-07.pdf
	文書名 _02-09.pdf



